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一般購読費 ………………………… 一ヶ年 1万2千円

賛助購読費 …………………………… 一ヶ年 3万円

賛助会員購読費 ……………………… 一ヶ年 6万円

特別購読費 …………………………… 一ヶ年 12万円

平成21年（2009年）

3月号

さ
る
２
月
25
日
に
開
か
れ
た
東
松

山
市
社
協
理
事
会
。
リ
ー
マ
ン
債

１
億
円
損
失
問
題
を
め
ぐ
る
理
事
会

側
に
よ
る
最
終
決
定
が
注
目
さ
れ
る

な
か
、
リ
ー
マ
ン
債
購
入
に
関
与
し

た
職
員
に
対
し
て
は
「
懲
戒
処
分
は

あ
り
え
る
が
、
民
事
上
の
責
任
は
問

わ
な
い
。
賠
償
責
任
は
な
い
」
と
し
、

ま
た
市
長
（
前
会
長
）
に
対
し
て

は
「
注
意
義
務
違
反
は
問
わ
れ
る
が
、

損
害
賠
償
責
任
は
問
わ
な
い
」
と
い

う
結
論
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
19
日
、
テ
レ
ビ
朝

日
「
ワ
イ
ド
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
は
こ

の
問
題
を
報
道
。
リ
ー
マ
ン
購
入
後
、

「
損
害
賠
償
責
任
」
と
い
う
言
葉
に

お
び
え
き
っ
た
市
長
・
竹
森
特
別
理

事
に
よ
る
、
社
協
職
員
に
対
す
る
恫

喝
行
為
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
当
た
っ
て

い
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
社
協
・

吉
田
前
事
務
局
長
お
よ
び
曽
根
施
設

長
ら
も
出
演
。
吉
田
前
事
務
局
長
は
、

竹
森
特
別
理
事
ら
か
ら
損
失
額
の
１

／
３
を
補
填
す
る
旨
の
誓
約
書
に
署

名
さ
せ
ら
れ
「
自
殺
を
考
え
た
」
と

ひ
た
す
ら
「
市
長
の
座
」
に
し
が
み

つ
く
坂
本
市
長
と
、「
市
長
を
お
守

り
す
る
」
た
め
に
社
協
職
員
を
恫
喝

す
る
竹
森
特
別
理
事
の
姿
し
か
な
い
。

「
高
荷
さ
ん
（
競
売
入
札
妨
害
の
疑

い
で
逮
捕
さ
れ
た
前
公
園
課
副
主

幹
）
の
よ
う
に
逮
捕
さ
れ
る
」
と
は
、

も
は
や
完
全
な
脅
迫
だ
。
そ
ん
な
竹

森
特
別
理
事
に
対
し
、
死
を
決
意
し

て
ま
で
抵
抗
す
る
吉
田
前
事
務
局
長

の
潔
さ
が
、
聴
く
も
の
の
心
を
打
つ
。

だ
が
、
市
民
諸
氏
は
ご
存
じ
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
内
部
告
発
資
料
を
取

り
上
げ
た
「
調
査
」
な
ど
、
今
年
の

2
月
末
に
至
る
ま
で
、
た
だ
の
一
度

も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
そ
も
そ

も
曽
根
施
設
長
が
音
声
を
録
音
し
た

の
は
、
同
氏
が
「
身
の
危
険
を
感

じ
」、
文
字
通
り
内
部
告
発
に
供
す

る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
昨
年
11
月
の

社
協
内
「
リ
ー
マ
ン
社
債
調
査
委
員

会
」
は
、
曽
根
氏
の
報
告
を
黙
殺
。

社
協
運
営
会
議
で
も
「
報
告
を
受
け

付
け
る
意
志
は
な
い
」
と
無
視
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
社
協
理
事
会
に
お
い

て
も
、
こ
の
貴
重
な
内
部
告
発
資
料

は
、
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
（
理
事
会
が
言
及
し
た
の

は
テ
レ
ビ
朝
日
の
番
組
内
で
流
さ
れ

た
「
音
声
」
の
み
）。

結
果
的
に
テ
レ
ビ
が
一
部
を
放
送

し
、
本
紙
が
音
声
全
部
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
掲
載
す
る
こ
と
で
は
じ
め

て
、
こ
の
「
内
部
告
発
」
が
公
開
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
だ
が
、
市
民
諸
氏

は
こ
の
事
実
…
…
つ
ま
り
ど
の
調
査

グ
ル
ー
プ
も
、
こ
の
内
部
告
発
を
無

視
し
た
、
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
を
、

ど
う
お
考
え
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

「
最
終
決
定
」
を
出
し
た
社
協
理
事

会
…
…
。
何
と
、
副
会
長
の
金
子
伸

行
氏
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
東

松
山
ホ
ー
ム
」
理
事
長
）
は
、
坂
本

祐
之
輔
市
長
の
親
戚
な
の
だ
。

本
紙
も
傍
聴
す
る
な
か
、
理
事
会

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。
島
村
会
長
は
、「
リ
ー
マ
ン
が

破
た
ん
し
た
こ
と
で
市
民
に
多
少
の

動
揺
、
不
安
を
与
え
た
」
と
発
言
す

る
と
、
あ
る
理
事
は
「
多
少
で
は
な

く
、大
き
な
不
安
だ
」
と
指
摘
。「
こ

れ
ま
で
の
経
緯
が
判
り
づ
ら
い
。
市

民
に
わ
か
り
や
す
く
謝
罪
し
て
ほ
し

い
と
願
い
た
い
」
と
、
昨
年
よ
り

「
坂
本
祐
之
輔
市
長
は
即
刻
辞
職
」

「
竹
森
郁
特
別
理
事
は
懲
戒
免
職
」

こ
れ
が
正
常
な
責
任
の
取
り
方
だ
！

ふ
ざ
け
る
な
！
身
内
（市長）

を
か
ば
う「
社
協
理
事
会
」の
茶
番
劇
！

坂
本
市
長
・
竹
森
特
別
理
事
と
も
に「
お
咎
め
な
し
」だ
と
？

「
恫
喝
・
監
禁
・
証
拠
隠
滅
行
為
」に
Ｕ
Ｆ
Ｊ
立
ち
退
き「
見
返
り
料
」疑
惑

東
松
山
市
民
よ
、こ
の「
犯
罪
コ
ン
ビ
」を
引
き
ず
り
下
ろ
せ
！

い
う
、
極
度
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
心

境
を
沈
痛
に
述
べ
て
い
た
。
い
っ
ぽ

う
同
番
組
は
市
長
宅
を
も
取
材
し
た

が
、
市
長
は
不
在
。「
マ
ス
コ
ミ
か

ら
逃
げ
回
っ
て
い
た
」
と
思
わ
れ
て

も
仕
方
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

だ
が
25
日
、
社
協
理
事
会
の
「
最

終
決
定
」
を
受
け
た
坂
本
市
長
は
、

こ
れ
ま
で
の
逃
げ
回
り
ぶ
り
か
ら
一

転
し
、
同
番
組
を
「
意
図
的
に
中
傷

す
る
事
実
無
根
の
内
容
」
と
し
、
テ

レ
ビ
朝
日
に
対
し
訂
正
放
送
要
求
の

通
告
書
を
送
付
し
た
の
で
あ
る
。
本

紙
が
テ
レ
ビ
朝
日
側
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
「
訂
正
放
送
の
必
要
を
考
え

て
い
な
い
」
と
の
回
答
を
得
た
が
、

「
事
実
無
根
の
内
容
」
と
は
恐
れ
入

る
。
同
番
組
の
内
容
は
１
０
０
％
真

実
。
内
部
告
発
資
料
と
し
て
録
音
さ

れ
た
市
長
の
生
々
し
い
音
声
ま
で
も

が
放
送
さ
れ
、「
こ
れ
で
も
は
や
坂

本
市
長
は
終
わ
り
」
と
誰
し
も
感
じ

て
い
た
、
そ
の
矢
先
の
理
事
会
決
定

と
、
市
長
の
「
開
き
直
り
」
で
あ
る
。

市
長
に
損
害
賠
償
責
任
は
な
い

…
…
。
当
た
り
前
だ
。
市
長
に
あ
る

の
は
決
裁
行
為
に
対
す
る
責
任
で
あ

る
。
リ
ー
マ
ン
社
債
購
入
の
「
決
裁
」

と
は
行
政
行
為
。
決
裁
権
を
持
っ
て

い
た
「
会
長
」
は
市
長
と
い
う
「
独

任
制
の
執
行
機
関
」
に
付
与
さ
れ
た

も
の
。
１
億
円
に
対
す
る
損
害
賠
償

責
任
と
は
「
坂
本
祐
之
輔
氏
個
人
」

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
東
松
山
市
全

体
の
問
題
。
そ
こ
で
市
長
が
取
る
べ

き
責
任
と
は
「
決
裁
権
を
行
使
す
る

に
至
っ
た
『
市
長
』
の
立
場
を
市
民

に
い
っ
た
ん
返
還
す
る
こ
と
」、
す
な

わ
ち
市
長
の
辞
職
で
あ
る
。
そ
し
て

社
協
職
員
に
対
し
「
誓
約
書
」「
規

約
の
改
竄
」
を
求
め
て
恫
喝
・
監
禁

行
為
を
繰
り
返
し
、
一
人
の
誠
実
な

職
員
を
死
の
淵
に
ま
で
追
い
詰
め
た

竹
森
特
別
理
事
は
懲
戒
免
職
。
こ
れ

が
ま
っ
と
う
な
「
責
任
の
取
り
方
」

で
あ
り
、東
松
山
市
民
の
要
求
で
あ
る
。

東
松
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
リ
ー
マ
ン
債
1
億
円
損
失
問
題

社
協
理
事
会
と
は
市
長
を
か
ば
う
「
身
内
の
茶
番
劇
」
か
？

ま
た
し
て
も
「
内
部
告
発
資
料
」
を
無
視
！

副
理
事
長
は
坂
本
市
長
の
親
戚
。竹
森
特
別
理
事
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
！

本
紙
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
に
て
、

曽
根
施
設
長
に
よ
る
内
部
告
発
音
声

資
料
を
反
訳
付
き
で
す
べ
て
公
開
し

て
い
る
。
こ
の
音
声
資
料
を
聴
け
ば
、

坂
本
市
長
と
竹
森
特
別
理
事
の
「
犯

罪
」
が
歴
然
と
し
た
事
実
で
あ
る
こ

と
が
、
誰
に
も
明
白
で
あ
る
は
ず
だ
。

「
テ
レ
ビ
も
来
ち
ゃ
う
わ
け
だ
。
不

祥
事
だ
か
ら
」、「
す
べ
て
信
号
機
赤

で
渡
っ
て
も
ね
、
私
、
赤
で
渡
っ
た

ん
だ
か
ら
」、「
組
識
を
守
っ
て
い
く

に
は
上
司
の
命
令
に
は
絶
対
服
従
」

（
坂
本
市
長
）

「（
損
害
賠
償
を
社
協
職
員
が
応
分
に

負
担
す
る
と
い
う
「
誓
約
書
」
を
）

書
い
て
い
た
だ
か
な
か
っ
た
方
は
、

高
荷
さ
ん
の
よ
う
に
逮
捕
さ
れ
た
わ

け
で
す
か
ら
」、「
も
う
私
も
危
険
で

す
か
ら
。
書
類
（
社
協
運
用
規
定
）

を
書
き
換
え
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た

こ
と
は
な
し
で
す
よ
…
…
」（
竹
森

特
別
理
事
）

そ
こ
に
は
、
市
民
に
対
し
ど
う
責

任
を
取
る
か
、
と
い
う
会
話
は
な
い
。

氏名 役員名 選出区分および役職

坂本祐之輔

理　　事

東松山市長
嶋村正義 行政パートナー代表
澤田忠義 社協支部代表・松山支部長

天野章 保護司代表
東松山市保護司研究協議会副会長

根岸政良 民生児童委員代表・連合会長

恒木弘治 身障福祉代表
東松山市身体障害者福祉会会長

森和江 女性団体代表
東松山市連合婦人会会長

江野ひさ子 女性・ボランティア団体代表
東松山市母子愛育会会長

石川友ゑ 女性・ボランティア団体代表
健康を守る会連合会会長

新井光代 女性・ボランティア団体代表
東松山市くらしの会会長

林正治 東松山市役所
健康福祉部長

金子伸行 学識経験者
竹ノ谷誠
齋藤克子
阿部文彌
石川志津

監　　事
教育委員会・教育委員長職務代理

加島克美 公認会計士
榎本一真 福祉行政OB

東松山市社会福祉協議会役員
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二
転
三
転
し
て
き
た
「
リ
ー
マ
ン
社

債
購
入
事
後
」
の
対
応
を
や
ん
わ
り

批
判
し
た
。
何
し
ろ
12
月
初
旬
、
市

長
は
自
ら
の
給
与
50
％
を
カ
ッ
ト

（
12
・
4
）
す
る
こ
と
で
責
任
逃
れ

を
図
る
か
と
思
え
ば
こ
れ
を
撤
回
。

い
っ
ぽ
う
理
事
会
は
社
協
前
事
務
局

長
ら
３
名
の
職
員
に
対
し
５
千
万
円

の
賠
償
請
求
を
妥
当
と
し
、
市
長
の

責
任
を
不
問
と
す
る
結
論
を
発
表

（
12
・
9
）。
批
判
を
受
け
た
市
長
は
、

今
度
は
５
千
万
円
賠
償
請
求
を
一
転

し
て
取
り
消
し
（
12
・
13
）、「
請
求

が
あ
れ
ば
負
担
す
る
」
と
述
べ
、
今

回
の
理
事
会
で
は「
注
意
義
務
違
反
」

の
み
、
と
い
う
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
き
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
テ
レ
ビ
朝
日
の
報
道
に

つ
い
て
は
「
私
は
観
て
い
な
い
が
、

観
た
人
の
話
で
は
市
長
が
悪
い
よ
う

に
聞
こ
え
る
」「
一
方
的
に
報
道
さ

れ
社
協
に
対
す
る
不
信
感
が
生
ま
れ

た
の
は
非
常
に
困
る
」
な
ど
と
、
的

外
れ
な
発
言
が
目
立
っ
た
。
テ
レ
ビ

朝
日
の
弁
護
を
す
る
つ
も
り
は
な
い

が
、
市
長
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
事

実
上
逃
げ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
ま

し
て
社
協
に
対
し
て
不
信
感
が
生
ま

れ
た
、
な
ど
と
い
う
の
は
見
当
違
い

も
甚
だ
し
い
。
社
協
の
誠
意
あ
る
上

級
職
員
が
、
市
長
と
特
別
理
事
の
犯

罪
的
行
為
（
誓
約
書
の
強
要
・
社
協

運
用
規
定
の
改
竄
等
）
を
告
発
す
る

内
容
の
放
送
だ
っ
た
の
だ
。
い
っ
た

い
ど
こ
が
「
社
協
へ
の
不
信
感
を
生

む
」
内
容
だ
っ
た
と
い
う
の
か
。

そ
も
そ
も
市
議
会
の
調
査
結
論
を

待
た
ず
、
２
月
25
日
の
時
点
で
弁
護

士
の
意
見
書
の
み
を
ベ
ー
ス
に
最
終

決
定
を
発
表
す
る
理
事
会
自
体
に
こ

そ
、
疑
念
と
不
信
感
が
生
じ
る
で
は

な
い
か
。
事
実
、
テ
レ
ビ
朝
日
等
の

報
道
を
「
一
方
的
」
と
断
じ
、
ま
る

で
市
長
を
か
ば
う
か
の
よ
う
な
発
言

ま
で
３
回
の
審
査
会
で
は
結
論
を
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
本
紙
が
取

材
し
た
時
点
（
２
月
20
日
）
で
は
「
次

回
の
審
査
会
の
予
定
は
な
い
」
と
の

こ
と
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
審
査
会
の

経
緯
を
市
民
に
公
開
す
る
た
め
の
文

書
記
録
も
用
意
し
て
い
な
い
と
い
う
。

本
紙
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
公
開

し
て
い
る
内
部
告
発
音
声
資
料
を
聴

け
ば
、
竹
森
特
別
理
事
の
恫
喝
、「
誓

約
書
」
提
出
を
迫
る
際
に
犯
し
た
、

高
荷
前
公
園
課
副
主
幹
を
引
き
合
い

に
出
し
た
明
白
な
脅
迫
行
為
、
社
協

運
用
規
定
改
竄
を
迫
る
様
子
、
そ
し

て
最
後
に
は
「
も
う
私
も
危
険
で
す

か
ら
」
と
、
い
っ
た
ん
受
け
取
っ
た

「
誓
約
書
」
を
御
澤
副
市
長
の
指
示

（
証
拠
隠
滅
指
示
）
の
も
と
、
曽
根

氏
の
面
前
で
破
り
捨
て
る
シ
ー
ン
な

ど
が
リ
ア
ル
に
浮
上
す
る
。
現
実
の

記
録
そ
の
も
の
だ
。
そ
こ
に
は
想
像

も
、
解
釈
の
相
違
も
立
ち
入
る
余
地

な
ど
な
い
。
分
限
懲
戒
審
査
委
員
会

が
３
回
も
審
査
会
を
開
い
て
結
論
が

出
な
い
、
と
し
た
ら
、
も
は
や
「
結

論
が
出
な
い
う
ち
に
事
件
が
風
化
す

る
」
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
し
か
、

考
え
ら
れ
な
い
の
だ
。
何
と
言
っ
て

も
、
恫
喝
に
よ
る
誓
約
書
の
返
却
を

求
め
た
曽
根
施
設
長
の
面
前
で
、
竹

森
特
別
理
事
に
誓
約
書
を
破
ら
せ
た

御
澤
副
市
長
こ
そ
が
、
分
限
懲
戒
審

査
委
員
会
の
委
員
長
な
の
だ
か
ら
。

が
、
男
性
の
理
事
に
多
々
散
見
さ
れ

た
の
だ
。

所
詮
は
身
内（
市
長
）を
庇
い
、「
市

長
辞
職
」
と
い
う
結
論
を
出
さ
せ
な

い
た
め
の
出
来
レ
ー
ス
理
事
会
で
あ

り
、
最
終
決
定
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
昨
年
の
同
理
事

会
「
決
定
事
項
」
は
社
協
の
負
う
べ

き
責
任
を
５
千
万
円
と
し
、
前
事
務

局
長
に
4
千
万
円
、
他
の
事
務
局
職

員
に
1
千
万
円
を
被
せ
よ
う
と
し
た

も
の
の
、
市
長
（
会
長
）
は
お
咎
め

な
し
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
2
ヶ
月
を

経
た
今
回
の
結
論
も
ま
た
、
市
長
に

お
咎
め
な
し
。
社
債
購
入
の
決
裁
権

を
行
使
で
き
る
の
は
市
長
し
か
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、で
あ
る
。「
市

長
に
責
任
な
し
」
が
最
初
か
ら
結
論

づ
け
ら
れ
て
い
た
の
が
、
理
事
会
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
っ
た
と
し
か
思
え

な
い
で
は
な
い
か
。

竹森郁特別理
事。この「恫喝
ニセ専門法律
家」は、今日に
至るまで部長級
の給与を得て市
役所に居直って
いる。

東
松
山
市
民
よ
、怒
り
を
示
せ
！

竹
森「
恫
喝
ニ
セ
専
門
法
律
家
」特
別
理
事
の
給
与
は
部
長
待
遇
！

吉
田
前
事
務
局
長
を
死
の
淵
に
追
い
詰
め
た

こ
の
「
若
造
」
を
た
だ
ち
に
懲
戒
免
職
に
せ
よ
！

社
協
理
事
会
の
「
最
終
決
定
」
で

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
竹

森
特
別
理
事
に
関
し
て
ま
っ
た
く
言

及
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
司
法
試
験
浪
人

レ
ベ
ル
の
「
恫
喝
ニ
セ
専
門
法
律

家
」
は
、
何
と
今
日
に
至
る
ま
で
特

別
理
事
の
肩
書
き
を
剥
奪
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
ま
ま
、
東
松
山
市
役
所
に

部
長
級
の
給
与
を
得
て
居
直
っ
て
い

る
の
だ
。
こ
の
青
年
の
「
恫
喝
・
監

禁
」
に
よ
り
死
の
淵
に
ま
で
追
い
詰

め
ら
れ
た
社
協
の
吉
田
前
事
務
局
長

が
、
リ
ー
マ
ン
社
債
損
失
が
明
ら
か

に
な
っ
た
直
後
、
直
ち
に
解
任
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

い
っ
た
い
竹
森
特
別
理
事
の
処
遇

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
？
東
松
山

市
役
所
人
事
課
に
よ
れ
ば
、

「
昨
年
12
月
９
日
、
市
長
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
『
東
松
山
市
職
員
分
限
懲

戒
審
査
委
員
会
』
が
、
12
月
に
新
聞

報
道
さ
れ
た
内
部
告
発
が
訴
え
る

『
社
協
運
用
規
定
の
改
竄
指
示
』
等

に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
図
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
さ
る
１
月
９
日

か
ら
こ
れ
ま
で
３
回
の
審
査
会
が
開

か
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
結
論
は
出
て

い
な
い
」

分
限
懲
戒
審
査
委
員
会
は
人
事
課

が
事
務
局
と
な
っ
て
お
り
、
副
市
長

が
委
員
長
、
部
長
級
３
名
、
次
長
級

６
名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

「
疑
惑
に
フ
タ
」
の
東
松
山
社
協
理
事
会
！

Ｕ
Ｆ
Ｊ
便
宜
供
与
の
疑
い
な
ど
解
明
す
べ
き
問
題
を
先
送
り
す
る
な

社
協
理
事
会
の
「
内
部
調
査
」
な

ど
、
以
上
の
よ
う
に
お
粗
末
な
も
の

だ
。
市
長
の
身
内
が
仕
切
る
以
上
、

そ
の
襟
を
正
す
役
割
な
ど
果
た
せ
る

は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
審

理
の
過
程
に
は
、
客
観
的
な
視
点
で

真
実
を
明
ら
か
に
す
る
態
度
な
ど
微

塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、「
市

長
・
竹
森
特
別
理
事
に
責
任
な
し
」

と
い
う
結
論
あ
り
き
の
姿
勢
に
終
始

し
て
い
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
現
実
だ
（
と
こ
ろ
で
、

東
松
山
市
社
協
理
事
会
の
中
の
坂
本

市
長
の
身
内
に
よ
る
、
福
祉
事
業
で

の
私
益
追
求
疑
惑
の
端
緒
を
本
紙
は

つ
か
ん
だ
。
福
祉
を
看
板
に
、
実
際

の
事
業
を
食
い
物
に
す
る
者
た
ち
の

実
態
を
ひ
き
つ
づ
き
調
査
し
、
暴
い

て
い
く
所
存
だ
）。

内
部
調
査
組
織
も
市
長
・
竹
森
コ

ン
ビ
と
同
様
「
公
共
の
敵
」
で
あ
る

な
ら
ば
、
彼
ら
に
真
っ
当
な
責
任
を

取
ら
せ
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
市
民
が

す
べ
き
こ
と
は
、
も
は
や
地
方
検
察

庁
や
警
察
へ
の
告
発
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。
地
検
が
本
格

的
に
動
け
ば
、
市
長
・
竹
森
特
別
理

事
の
「
犯
罪
」
は
白
日
の
下
に
さ
ら

さ
れ
、
厳
重
な
処
罰
の
対
象
と
な
る

は
ず
だ
。
リ
ー
マ
ン
社
債
購
入
を
め

ぐ
る
背
景
に
、
東
松
山
駅
前
整
備
事

業
に
伴
う
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の

移
転
が
絡
ん
で
い
る
、
と
は
市
役
所

内
部
や
銀
行
関
係
者
に
根
強
く
さ
さ

や
か
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
移
転
に

伴
う
補
償
費
は
公
費
か
ら
支
出
で
き

な
い
た
め
、
裏
金
と
し
て
自
由
に
使

え
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
金
を
、

市
長
の
独
断
で
使
用
し
た
…
…
。
こ

の
Ｕ
Ｆ
Ｊ
へ
の
便
宜
供
与
が
リ
ー
マ

ン
社
債
購
入
の
真
相
、
と
言
わ
れ
て

い
る
。

東
松
山
市
役
所
に
自
浄
作
用
が
働

か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
本
紙
は
今
後
、

こ
の
Ｕ
Ｆ
Ｊ
便
宜
供
与
疑
惑
を
本
格

的
に
調
査
し
、
随
時
読
者
諸
氏
に
お

伝
え
す
る
。
も
は
や
「
社
協
事
務
局

の
ミ
ス
」
な
ど
と
い
う
言
い
訳
が
通

用
す
る
こ
と
は
、
二
度
と
な
い
だ
ろ

う
。
■

川
越
市
長
選
の「
暗
部
」に
見
え
る「
政
治
家
の
民
度
」

自
公
民
に
社
民
ま
で
・
ま
た
し
て
も「
オ
ー
ル
与
党
」選
挙
の
陰
で

「
渋
谷
生
コ
ン
」の
従
業
員
が
怪
文
書
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
！

川
合
新
市
長
の「
改
革
」は「
ブ
レ
ー
ン
の
柔
軟
な
活
用
」に
成
功
の
鍵

選
挙
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
ほ
ど
、
議

員
の
素
顔
や
性
質
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見

せ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
候
補

者
の
「
支
援
者
」
と
い
う
立
場
で
も
、

そ
れ
は
同
じ
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
候

補
に
つ
け
ば
自
ら
の
議
員
生
命
に
プ

ラ
ス
と
な
る
か
、
と
い
う
計
算
は
も

ち
ろ
ん
、
あ
る
候
補
者
を
支
援
す
る

側
に
ま
わ
り
つ
つ
も
、
実
は
ラ
イ
バ

ル
候
補
者
に
対
す
る
攻
撃
行
為
が
目

的
で
あ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
敵
の

敵
は
味
方
、
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
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営
に
い
る
そ
の
「
配
布
人
」
に
三
下

り
半
を
突
き
つ
け
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
怪
文
書
の
内
容
は
、
川
合
候

補
の
支
援
と
は
何
の
関
係
も
な
い
、

細
田
候
補
と
舟
橋
前
市
長
の
誹
謗
攻

撃
。
そ
の
「
配
布
人
」
と
は
、
渋
谷

実
埼
玉
県
議
会
議
員
で
あ
っ
た
…
…
。

明
、
民
主
が
推
薦
し
、
さ
ら
に
は
社

民
党
川
越
総
支
部
が
支
持
。
川
越
市

議
39
人
中
24
人
も
川
合
候
補
支
援
に

回
っ
た
こ
と
に
、
本
紙
は
驚
き
を

隠
せ
な
か
っ
た
。「
不
倶
戴
天
の
敵
」

で
あ
る
は
ず
の
自
民
党
と
社
民
党

が
、「
抽
象
的
改
革
案
」
を
唱
え
る
、

政
治
未
経
験
者
の
候
補
を
同
時
に
支

持
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
現
代
の

奇
譚
と
で
も
言
う
べ
き
か
。
自
公
民

か
ら
社
民
ま
で
が
細
田
候
補
と
敵
対

し
た
の
は
、
細
田
氏
が
舟
橋
前
市
長

か
ら
後
継
指
名
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
そ
の
前
舟
橋
政
権
を
こ
ぞ
っ

て
支
援
し
て
き
た
の
も
、
他
な
ら
ぬ

こ
れ
ら
の
政
党
だ
っ
た
こ
と
は
、
市

民
が
一
番
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

24
名
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
も
、「
川

合
候
補
の
公
約
の
う
ち
、
具
体
的
に

何
に
共
感
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
る
つ
も
り
な

の
か
」
を
問
い
た
だ
し
た
い
。
明
快

に
答
え
ら
れ
る
市
議
は
、
悲
し
い
ほ

ど
わ
ず
か
し
か
い
な
い
は
ず
だ
。

今
回
の
川
越
市
長
選
は
、
市
民
不

在
の
「
政
党
の
力
学
」
を
明
確
に
浮

上
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

川
越
市
長
選
挙
の
結
果
を
報
じ
た

読
売
新
聞
1
月
26
日
付
記
事
に
は
、

次
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
今
回
の

川
越
市
長
選
を
振
り
返
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
さ
に
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

「
16
年
ぶ
り
に
新
市
長
と
な
っ
た
川

合
氏
は
『
変
革
』
や
『
公
正
』
を
訴

え
た
も
の
の
、
結
果
的
に
は
政
党
頼

り
の
旧
態
依
然
の
選
挙
を
行
い
、
多

く
の
し
が
ら
み
を
抱
え
込
ん
だ
」
。

う
し
た
議
員
ら
の
「
思
惑
」
に
活
用

さ
れ
る
の
が
、
例
に
よ
っ
て
怪
文
書
。

稚
拙
で
裏
の
取
り
よ
う
の
な
い
、
単

な
る
誹
謗
中
傷
に
満
ち
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
こ
っ
そ
り
ば
ら
撒
く
、
と
い
う

旧
態
依
然
と
し
た
方
法
は
、
最
低
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

往
々
に
し
て
「
撒
い
た
側
」
の
人
格

を
疑
わ
せ
る
も
の
が
多
い
。

今
回
の
川
越
市
長
選
の
裏
で
撒
か

れ
た
怪
文
書
に
つ
い
て
、
本
紙
は
衝

撃
の
事
実
を
つ
か
ん
だ
。
怪
文
書
配

布
と
い
う
最
低
の
卑
怯
な
行
為
に
対

し
、
川
合
候
補
側
は
み
ず
か
ら
の
陣

「
抽
象
的
改
革
案
」
を
唱
え
た
川
合
候
補
に

自
公
民
か
ら
社
民
ま
で
が
付
和
雷
同
し
た
川
越
市
長
選

こ
れ
で
は
前
舟
橋
政
権
「
オ
ー
ル
与
党
」
構
造
と
ま
っ
た
く
同
じ

舟
橋
功
一
前
川
越
市
長
が
好
む
と

い
う
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
エ
マ
ー
ソ
ン

は
、
改
革
に
つ
い
て
印
象
的
な
言
葉

を
残
し
た
。

「
改
革
と
い
う
魔
物
は
、
あ
ら
ゆ
る
立

法
者
、
あ
ら
ゆ
る
都
市
の
あ
ら
ゆ
る

住
人
の
心
に
通
ず
る
秘
密
の
ド
ア
を

心
得
て
い
る
。
新
し
い
思
想
や
希
望

の
あ
か
つ
き
が
、
君
の
胸
の
な
か
に

明
け
そ
め
た
と
い
う
事
実
は
、
お
な

じ
瞬
間
に
、
新
し
い
光
明
が
幾
千
も

の
人
々
の
心
に
差
し
込
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
、
君
に
知
ら
せ
て
い
る
の
だ
」

「
改
革
」
に
多
く
の
人
々
が
熱
狂
す

る
瞬
間
が
あ
る
。
と
き
に
、
そ
れ
が

具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
が
不

明
な
ま
ま
で
も
、
だ
。
先
の
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
に
お
け
る
オ
バ
マ
熱
気

は
記
憶
に
新
し
い
。
12
年
前
、
イ
ギ

リ
ス
で
ブ
レ
ア
前
首
相
が
登
場
し
た

と
き
も
ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
。
右
派

で
も
左
派
で
も
な
い
「
第
三
の
道
」

な
ど
と
い
う
抽
象
的
で
意
味
不
明
な

言
葉
は
し
か
し
、
人
々
の
熱
気
を
集

め
る
に
は
十
分
だ
っ
た
。

オ
バ
マ
大
統
領
人
気
に
煽
ら
れ
た

の
か
、
先
の
川
越
市
長
選
に
も
「
改

革
」「C

H
A
N
G
E

」
と
い
う
言

葉
が
踊
り
、
多
く
の
市
民
が
こ
の
言

葉
に
夢
を
託
し
た
。
４
期
16
年
も
続

い
た
前
舟
橋
政
権
の
功
罪
は
さ
て
お

き
、
社
会
が
生
き
て
い
る
以
上
、
長

期
政
権
の
「
安
定
」
が
や
が
て
膠
着

を
生
み
、
停
滞
と
化
す
の
は
当
然
だ
。

「
停
滞
か
、
改
革
か
」
と
い
う
図
式

だ
け
で
見
る
な
ら
ば
、
本
紙
が
支
持

す
る
の
も
、
や
は
り
改
革
で
あ
る
。

だ
が
今
回
の
川
越
市
長
選
…
…
。

改
革
の
旗
手
で
あ
っ
た
川
合
候
補

（
現
・
新
市
長
）
の
「
改
革
案
」
が

あ
ま
り
に
抽
象
的
で
、
具
体
性
に
欠

け
て
い
た
こ
と
は
、
選
挙
戦
の
最
中

か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。

「
変
え
よ
う
川
越
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
市
政
の
刷
新
を
訴
え
て
き
た
川
合

候
補
。
だ
が
舟
橋
前
政
権
の
流
れ
の

改
革
を
主
張
す
る
な
ら
、
前
政
権
の

分
析
と
具
体
的
な
改
善
策
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、

残
念
な
が
ら
川
合
氏
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
は
具
体
的
内
容
が
ゼ
ロ
に
等
し

か
っ
た
。

な
に
よ
り
川
合
氏
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
、「
数
字
」
が
ほ
と
ん
ど
出
て
こ

な
い
の
で
あ
る
。
選
挙
に
先
立
つ
１

月
10
日
、
川
越
青
年
会
議
所
が
主
催

し
た
川
越
市
長
選
立
候
補
表
明
者
の

公
開
討
論
会
で
配
ら
れ
た
川
合
候
補

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
唯
一
「
市

長
の
報
酬
・
退
職
金
の
カ
ッ
ト
」
項

目
で
「
20
％
」
と
い
う
数
値
目
標
を

挙
げ
て
い
る
以
外
、
ど
の
欄
を
見
て

も
（
改
革
で
達
成
す
べ
き
）
数
値
目

標
が
ゼ
ロ
。
期
限
も「
す
み
や
か
に
」

あ
る
い
は
「
直
ち
に
」
と
し
か
説
明

さ
れ
て
い
な
い
。
お
よ
そ「
説
得
性
」

に
欠
け
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

対
す
る
細
田
候
補
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
、
改
革
案
に
は
川
合
候
補
と
重
複

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
決
定
的
に

違
う
の
は
数
値
目
標
と
期
限
、
事
業

費
の
具
体
的
金
額
と
財
源
を
明
確
に

記
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
各
改

革
項
目
の
具
体
的
手
段
に
も
、
元
副

市
長
で
あ
る
細
田
氏
の
ベ
テ
ラ
ン
行

政
マ
ン
の
手
法
が
、
川
合
候
補
よ
り

断
然
、
際
だ
っ
て
い
た
。
や
み
く
も

に
「
改
革
を
」
と
唱
え
る
側
と
、
行

政
マ
ン
と
し
て
舟
橋
政
権
の
功
罪
を

冷
静
に
分
析
し
た
う
え
で
、
変
え
る

べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
る
と
主
張
す
る

側
の
、
説
得
力
の
差
が
歴
然
と
し
て

い
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
川
合
候
補
を
自
民
、
公

川
越
市
民
を
最
も
愚
弄
す
る
の
は

総
選
挙
を
前
に「
改
革
・
刷
新
」イ
メ
ー
ジ
に
相
乗
り
し
て
も

実
は「
市
政
改
革
」な
ど
望
ん
で
も
い
な
い「
政
党
」そ
の
も
の
だ
！

「
王
様
を
取
り
替
え
た
だ
け
」
の
改

革
…
…
。
舟
場
前
政
権
か
ら
川
合
新

市
政
へ
の
移
行
に
臨
ん
で
、
わ
れ
わ

れ
市
民
の
目
に
見
え
る
変
化
を
一
言

で
い
う
な
ら
そ
れ
し
か
な
い
。
し
か

も
新
市
長
は
川
合
喜
一
元
市
長
の
息

子
で
あ
る
。
舟
橋
長
期
政
権
を
は
さ

ん
だ
「
市
政
の
世
襲
」
と
も
い
え
る

川
合
候
補
の
登
場
に
、
国
政
レ
ベ
ル

で
は
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
る
自
民

党
と
民
主
党
、
公
明
党
が
呉
越
同
舟

の
相
乗
り
。
そ
し
て
過
去
、
長
期
に

わ
た
っ
て
舟
橋
市
政
を
与
党
と
し
て

支
え
て
き
た
自
民
、
公
明
と
も
、
選

挙
戦
間
際
に
な
っ
て
い
き
な
り
舟
橋

前
政
権
を
「
構
造
改
革
が
で
き
な

か
っ
た
」「
市
政
を
停
滞
と
混
乱
に

陥
れ
た
」
な
ど
と
、
口
を
極
め
て
批

判
し
は
じ
め
た
の
だ
。

こ
う
し
た
現
象
を
川
越
市
政
に
詳

し
い
元
政
党
幹
部
は
こ
う
分
析
す
る
。

「
川
合
候
補
を
支
援
し
た
各
政
党
の

頭
に
あ
る
の
は
結
局
、
次
期
総
選
挙

だ
け
な
ん
で
す
。
川
合
さ
ん
が
『
改

革
・
刷
新
』
を
唱
え
た
も
の
で
す
か
ら
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
乗
っ
か
る
方
が
得

策
と
い
う
こ
と
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
に

便
乗
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、
支
援

議
員
の
応
援
演
説
に
も
具
体
性
が
な

い
。
川
合
候
補
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

い
っ
た
い
何
に
共
感
し
何
を
支
持
す

る
の
か
、
ま
た
推
薦
政
党
と
し
て
ど

の
よ
う
に
そ
の
実
現
に
つ
い
て
取
り

組
む
の
か
、
何
も
な
い
ん
で
す
よ
」

川
合
陣
営
が
配
布
し
た
チ
ラ
シ
に

繰
り
返
さ
れ
る
「c

h
a
n
g
e

」
と
い

う
言
葉
。
し
か
し
何
を「c

h
a
n
g
e

」

す
る
と
い
う
の
か
。
舟
橋
長
期
政

権
を
支
え
て
き
た
自
民
も
公
明
も

民
主
も
、
舟
橋
前
市
長
に
対
し

「c
h
a
n
g
e

」
を
叫
ん
だ
こ
と
な
ど
、

た
だ
の
一
度
も
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。

川
合
氏
個
人
が
、
行
政
未
経
験
者

な
が
ら
も
「
変
革
」
の
重
要
性
を
信

じ
、
主
張
し
た
の
な
ら
結
構
だ
。
だ

が
彼
を
推
し
た
「
政
党
」
は
、
本
当

に
市
政
の
変
革
を
望
ん
で
い
る
の

か
？
と
て
も
で
は
な
い
が
、
そ
う
は

思
え
な
い
。
改
革
を
唱
え
る
首
長
へ

の
交
代
で
イ
メ
ー
ジ
刷
新
に
便
乗
は

す
る
も
の
の
、市
政
の
真
の
「
変
革
」

な
ど
、
ど
の
政
党
も
心
の
底
で
は
望

ん
で
い
な
い
。
今
回
の
川
越
市
長
選

は
、
い
う
な
れ
ば
単
な
る
カ
ー
ド
の

切
り
直
し
。
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
も
プ

レ
イ
ヤ
ー
も
、
何
も
変
わ
っ
て
は
い

な
い
し
、
変
え
た
く
も
な
い
の
だ
。

川
越
市
民
を
最
も
愚
弄
し
私
物
化
し

て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
政
党
そ
の
も

の
で
は
な
い
の
か
。
本
来
、
自
民
党

に
は
自
民
党
の
理
念
が
、
社
民
党
に

は
社
民
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
る

は
ず
だ
。
だ
が
川
越
市
に
は
、
理
念

の
相
違
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
差
異

も
な
い
。
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
異
常
な

こ
と
か
。
市
民
諸
氏
は
い
ま
い
ち
ど

今
回
の
選
挙
を
ふ
り
か
え
り
、
わ
れ

わ
れ
が
２
０
０
９
年
の
は
じ
め
、
改

革
熱
気
に
包
ま
れ
つ
つ
目
撃
し
た

「
市
長
選
」
と
は
果
た
し
て
何
だ
っ

た
の
か
、
そ
の
意
味
を
反
芻
す
べ
き

で
あ
ろ
う
、
と
本
紙
は
考
え
る
。

川
越
市
議
39
名
中
、
24
名
も
川
合

候
補
支
持
に
回
っ
た
。
本
紙
は
こ
の

「
怪
文
書
」ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は「
渋
谷
生
コ
ン
」の
従
業
員
！

怪
文
書
で
細
田
候
補
へ
の
攻
撃
を
繰
り
返
す
渋
谷
県
議
と

一
部
市
議
ら
の「
あ
ま
り
の
レ
ベ
ル
の
低
さ
」

政
党
の
名
を
借
り
た
、
無
節
操
な

政
治
屋
が
「
改
革
イ
メ
ー
ジ
」
に
群

が
っ
た
と
は
い
え
、
政
党
相
乗
り
現

象
そ
れ
自
体
は
川
合
候
補
の
責
任
で

は
な
い
。
今
回
の
市
長
選
で
見
ら
れ

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
川
合
陣
営
側
か
ら

の
も
の
と
は
い
え
、
そ
れ
は
川
合
候

補
自
身
の
選
挙
戦
へ
の
姿
勢
と
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
。
本
来
な
ら
ば
敵

対
関
係
に
あ
る
は
ず
の
政
党
同
士
ま

で
も
が
、
同
候
補
の
「
改
革
・
刷
新
」

イ
メ
ー
ジ
に
群
が
っ
た
こ
と
に
よ
る

混
乱
と
、
そ
の
混
乱
を
悪
用
し
た
一

部
議
員
ら
の
仕
業
と
い
え
よ
う
。
各

政
党
、
各
議
員
の
思
惑
か
ら
く
る
卑

怯
な
行
為
が
川
合
陣
営
を
汚
し
貶
め

た
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。

と
同
時
に
市
議
・
県
議
を
問
わ
ず「
川

越
の
地
方
政
治
家
」
の
民
度
の
低
さ

を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
も
の

で
も
あ
っ
た
。

市
長
選
に
先
立
つ
昨
年
末
か
ら
年

始
に
か
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
「
第
一
弾
」、

「
第
二
弾
」、「
第
三
弾
」
と
銘
打
っ

た
発
行
人
不
明
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
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怪
文
書
が
、
川
越
市
内
全
域
に
配
布

さ
れ
た
。

「
第
一
弾
」
は
「
歴
代
、
川
越
市
長

の
中
で
舟
橋
功
一
は
最
悪
人
の
市
長

だ
!!
」
の
大
見
出
し
の
下
に
、
新
市

庁
舎
移
転
計
画
や
「
学
校
乗
っ
取
り

疑
惑
」
な
ど
、
舟
橋
氏
の
悪
口
が
5

項
目
に
わ
た
っ
て
書
き
連
ね
ら
れ
て

い
る
。
明
ら
か
に
細
田
候
補
を
狙
っ

た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
候
補
に
は
関
係
の
な
い
「
舟
橋
市

長
の
悪
事
」
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い

る
。細

田
候
補
の
名
が
登
場
す
る
の
は

「
第
二
弾
」
か
ら
だ
。「
後
継
指
名
さ

れ
た
細
田
副
市
長
は
共
産
党
、
舟
橋

市
長
の
単
な
る
ピ
エ
ロ
で
あ
る
」
と

し
、
舟
橋
前
市
長
か
ら
次
期
市
長

の
椅
子
を
１
期
４
年
だ
け
を
託
さ
れ
、

「
あ
と
は
息
子
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
と

「
約
束
さ
せ
ら
れ
次
期
市
長
に
決
意

し
た
細
田
副
市
長
も
全
市
民
を
愚
弄

し
た
同
罪
者
だ
」
と
誹
謗
し
て
い
る
。

市
長
選
に
際
し
日
本
共
産
党
は
候

補
者
の
擁
立
も
他
候
補
の
推
薦
も
せ

ず
、「
自
主
投
票
」
的
な
態
度
を
表

明
し
て
お
り
、
細
田
候
補
を
正
式
に

応
援
・
推
薦
す
る
な
ど
一
言
も
表
明

し
て
い
な
い
。
た
だ
同
党
川
越
市
委

員
会
の
機
関
誌
「
川
越
民
報
」
に
て

「
基
本
的
に
く
ら
し
と
福
祉
を
大
切

に
す
る
方
向
で
進
め
て
き
た
市
政
を

引
き
継
ぐ
と
し
た
細
田
氏
が
、
こ
れ

を
さ
ら
に
継
続
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
」
と
、
期
待
感

を
表
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
「
川
越
民
報
」
の
記
事
を
、

さ
も
鬼
の
首
で
も
取
っ
た
か
の
よ
う

に
「
第
三
弾
」
は
、細
田
候
補
を
「
共

産
党
公
認
候
補
」
と
揶
揄
し
、「
も

は
や
、
何
も
言
う
ま
い
語
る
ま
い
。

や
は
り
2
人
は
つ
る
ん
で
い
た
！
」

と
得
意
げ
に
な
っ
て
い
る
。

選
挙
を
前
に
、
内
容
に
責
任
を
持

た
な
い
と
い
う
こ
と
に
等
し
い
発
行

人
不
詳
の
こ
う
し
た
怪
文
書
を
配
布

し
、
特
定
候
補
を
誹
謗
中
傷
す
る
と

は
、
有
権
者
が
公
明
正
大
な
選
択
を

図
る
場
と
し
て
の
選
挙
を
著
し
く
汚

す
行
為
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

本
紙
が
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
３
つ
の
怪
文
書
は
川
合
陣

営
を
支
援
し
た
市
議
ら
の
一
部
で
あ

る
、
川
越
市
議
会
自
民
ク
ラ
ブ
（
神

田
寿
雄
、
吉
敷
さ
と
る
、
関
口
勇
）

の
議
員
の
手
に
よ
る
も
の
。
そ
し
て

こ
の
怪
文
書
の
「
配
布
人
」
に
関
し

て
は
、
本
紙
は
驚
く
べ
き
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

何
と
、
怪
文
書
を
配
布
し
て
い
た

張
本
人
の
素
性
が
確
認
さ
れ
た
の
だ
。

配
布
し
て
い
た
の
は「
渋
谷
生
コ
ン
」

の
運
転
手
。
あ
え
て
名
は
伏
せ
る
が
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
は
姓
・
名
の
順
で
Ｋ
・

Ｈ
で
あ
る
。

さ
る
１
月
23
日
午
後
２
時
ご
ろ
の

こ
と
。
川
越
市
泉
町
・
ヤ
オ
コ
ー
川

越
南
古
谷
店
東
側
の
住
宅
地
域
に
て
、

渋
谷
生
コ
ン
の
従
業
員
Ｋ
・
Ｈ
が
文

書
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
、
た
ま
た
ま
付
近
で
行
わ
れ
た

某
議
員
後
援
会
の
Ｓ
氏
・
Ｆ
氏
の
両

氏
が
目
撃
。
Ｓ
氏
は
、
か
つ
て
Ｋ
・

Ｈ
と
同
級
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
Ｋ
・
Ｈ
が
手
に

持
ち
配
布
し
て
い
た
の
は
、「
第
三

弾
」
の
怪
文
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
と

き
、
た
ま
た
ま
Ｓ
氏
は
、
こ
れ
ま
で

同
地
域
に
配
布
さ
れ
た
怪
文
書
を
鞄

に
入
れ
て
い
た
。
お
も
む
ろ
に
文
書

を
と
り
だ
し
「
こ
れ
と
同
じ
も
の
だ

な
」
と
Ｋ
・
Ｈ
に
確
認
す
る
と
、
Ｋ
・

Ｈ
は
バ
ツ
の
悪
そ
う
な
顔
を
し
て
認

め
た
、
と
い
う
の
だ
。

こ
の
「
怪
文
書
配
布
」
の
ち
ょ
う

ど
前
日
で
あ
る
22
日
、
川
合
候
補
の

支
援
に
回
っ
た
議
員
ら
の
間
か
ら
は
、

「
怪
文
書
の
配
布
な
ど
と
い
う
こ
と

は
や
め
る
べ
き
だ
」
と
の
声
が
強
く

上
が
っ
て
い
た
。「
第
三
弾
」
が
撒

か
れ
た
の
は
、
そ
の
翌
日
の
こ
と

だ
っ
た
の
だ
。

つ
ま
り
一
連
の
怪
文
書
の
著
者
は

「
自
民
ク
ラ
ブ
」
所
属
の
市
議
。
住

宅
地
で
配
布
作
業
を
行
っ
て
い
た
の

は
「
渋
谷
生
コ
ン
」
の
運
転
手
…
…

言
う
ま
で
も
な
く
埼
玉
県
議
会
議

員
・
渋
谷
実
が
経
営
す
る
「
有
限
会

社
渋
谷
建
材
鴨
田
本
社
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
場
」
の
従
業
員
な
の
だ
。

「
配
布
人
」
と
は
す
な
わ
ち
、
渋
谷

県
議
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
に
、
も
は

や
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

錬
金
術
」
を
暴
露
さ
れ
た
元
川
越
市

の
汚
職
幹
部
・
神
田
寿
雄
市
議
…
…
。

神
田
市
議
が
川
越
市
幹
部
と
し
て
の

職
権
を
駆
使
し
、
市
街
化
調
整
区
域

を
舞
台
に
自
己
所
有
地
の
価
格
を
法

外
に
高
め
、
こ
れ
を
県
民
住
宅
用
地

と
し
て
埼
玉
県
に
買
わ
せ
た
当
時
の

川
越
市
長
は
、
川
合
候
補
の
父
・
川

合
喜
一
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
元
川
越
市
の
汚
職
幹
部

ら
が
渋
谷
県
議
の
と
り
な
し
で
川
合

陣
営
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
た
の
だ
。

政
治
理
念
も
政
策
も
な
く
、た
だ「
改

革
イ
メ
ー
ジ
」
に
付
和
雷
同
し
た
議

員
、
議
員
と
し
て
の
身
分
を
守
る
こ

と
に
汲
々
と
す
る
連
中
ば
か
り
だ
か

ら
こ
そ
、
国
政
で
は
与
党
と
正
面
か

ら
対
決
し
て
い
る
民
主
党
の
議
員
ら

が
、
川
越
で
は
仲
良
く
手
を
握
り
合

う
の
で
あ
る
。

渋
谷
県
議
が
選
挙
前
に
事
実
上
配

布
し
た
怪
文
書
は
、
こ
の
「
第
一
〜

第
三
弾
」
だ
け
で
は
な
い
。
い
ま
や

渋
谷
県
議
の
「
顧
問
相
談
役
及
び
秘

書
」
で
あ
る
「
学
校
乗
っ
取
り
疑
惑

の
当
事
者
」、
松
村
東
氏
が
県
議
と

「
支
援
活
動
は
ご
遠
慮
願
い
た
い
」
と

川
合
陣
営
か
ら
も
三
下
り
半
を
突
き
付
け
ら
れ
た

「
お
騒
が
せ
迷
惑
男
」
渋
谷
実
県
議

と
も
に
作
成
し
、
1
月
15
日
夜
か
ら

16
日
に
か
け
て
川
越
市
街
中
心
部
に

配
布
し
た
「
東
京
理
容
美
容
専
門
学

校　

号
外
」
も
あ
る
。

（
詳
細
は
本
紙
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版

過
去
記
事
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

こ
う
し
た
怪
文
書
に
よ
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
「
支

援
者
」
の
存
在
は
、
川
合
候
補
に
は

重
要
な
問
題
と
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。

川
合
候
補
は
選
挙
期
間
中
、「
協
力

の
気
持
ち
は
有
り
難
い
が
、
あ
な
た

の
支
援
活
動
は
ご
遠
慮
願
い
た
い
」

と
渋
谷
県
議
に
三
下
り
半
を
突
き
つ

け
、
ま
た
渋
谷
県
議
を
支
援
者
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
。

も
っ
と
も
な
話
で
あ
る
。
自
分
の

陣
営
が
怪
文
書
を
配
布
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
れ
ば
、
犯
罪
の
謀
議
に

加
わ
っ
た
と
見
ら
れ
て
も
仕
方
あ
る

ま
い
。
弁
護
士
で
あ
る
川
合
候
補
は
、

特
に
そ
の
重
大
性
を
理
解
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
渋
谷
県
議
ら
の
行
為
は
、

川
合
陣
営
に
と
っ
て
も
迷
惑
千
万
な

も
の
だ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。

く
新
市
長
の
庁
内
人
事
に
口
を
挟
み

顰
蹙
を
買
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
も

聞
く
。
だ
が
本
紙
は
、
た
と
え
ば
渋

谷
県
議
の
悪
質
な
「
支
援
活
動
」
を

き
っ
ぱ
り
断
り
、
関
わ
り
を
持
た
な

い
よ
う
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
し
た

川
合
氏
に
よ
っ
て
、
同
氏
陣
営
の
自

浄
作
用
が
き
ち
ん
と
機
能
し
て
い
る

も
の
と
信
じ
る
。

行
政
経
験
が
あ
れ
ば
あ
る
に
超
し

た
こ
と
は
な
い
。
だ
が
「
素
人
」
な

ら
ば
こ
そ
の
新
鮮
な
視
点
と
い
う
も

の
も
あ
る
は
ず
だ
。
経
験
豊
か
で
信

頼
で
き
る
ブ
レ
ー
ン
を
配
置
し
、
彼

ら
の
心
を
つ
か
み
、
充
分
に
働
い
て

も
ら
う
市
政
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
ま
ず
は
川
合
新
市
長
に
期
待
さ

れ
る
。
落
選
し
た
細
田
氏
は
「
副
市

長
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日

本
の
農
政
に
関
す
る
有
数
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
あ
り
、
重
厚
な
理
論
家
で

も
あ
る
。
農
政
問
題
に
懸
念
が
生
じ

た
ら
、
た
と
え
ば
細
田
氏
を
ブ
レ
ー

ン
と
し
て
起
用
す
る
、
と
い
う
の
も

一
つ
の
手
だ
。
細
田
氏
な
ら
喜
ん
で

受
け
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ

に
「
舟
橋
市
政
と
の
つ
な
が
り
」
な

ど
何
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
魔

女
狩
り
の
よ
う
な
く
だ
ら
な
い
レ
ッ

テ
ル
貼
り
こ
そ
は
、
優
秀
な
人
材
の

活
躍
を
阻
害
す
る
「
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
」
の
行
為
で
あ
り
、
本
紙
は

決
し
て
許
さ
な
い
。

優
れ
た
ブ
レ
ー
ン
を
柔
軟
に
起
用

し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
使
い
こ
な
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
素
人
な
れ
ば
こ

そ
の
柔
軟
性
の
発
揮
が
「
行
政
未
経

験
者
」
市
長
に
、
本
紙
が
期
待
す
る

こ
と
で
あ
る
。
■

川
合
予
定
候
補
推
薦
人
の
資
料
に

は
、
自
民
ク
ラ
ブ
（
神
田
寿
雄
、
吉

敷
さ
と
る
、
関
口
勇
）
３
市
議
が
名

を
連
ね
て
い
る
。
か
つ
て
本
紙
に

よ
っ
て
「
行
政
的
地
位
を
利
用
し
た

土
地
コ
ロ
ガ
シ
に
よ
る
９
億
円
の

川
合
新
市
政
の「
改
革
」に
期
待
！

「
ブ
レ
ー
ン
の
柔
軟
な
起
用
と
活
用
」こ
そ
が

改
革
成
功
の
鍵

公
開
討
論
会
で
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
読
み
上
げ
る
川
合
候
補

は
「
私
は
行
政
経
験
が
な
い
も
の
で

…
…
」
と
、
経
験
の
な
さ
を
自
ら
認

め
て
い
た
。
だ
が
、
多
く
の
市
民
が

川
合
氏
を
選
ん
だ
の
は
、
一
に
も
二

に
も
「
改
革
の
旗
手
」
と
し
て
で
あ

る
。
舟
橋
市
長
が
遂
行
で
き
な
か
っ

た
行
政
改
革
の
担
い
手
、
と
し
て
で

あ
る
。

先
に
引
用
し
た
読
売
新
聞
の
コ
メ

ン
ト
は
、
川
合
市
長
誕
生
に
至
っ
た

選
挙
に
端
を
発
す
る
、
各
政
党
と
の

「
多
く
の
し
が
ら
み
」
を
懸
念
し
て

い
る
。
ま
た
「
怪
文
書
」
の
作
者
が

所
属
す
る
自
民
ク
ラ
ブ
が
、
さ
っ
そ


